オモイ デンシケイ ニ オケル ジュン リュウシ レイキ ノ ケッショウバ コウカ by イケダ, ヒロアキ et al.
Osaka University


















第 1 3 2 3 4 号
平成 9 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
基礎工学研究科物理系専攻















本研究では，周期的アンダーソンモデルにおいて，この結晶場効果を 2 つの観点から議論する o
まず始めに，結晶場励起状態が低温の重い準粒子に対してどのような役割をしているかについて考えるo 準粒子の














重い電子系における絶縁体は8mB 6. YbB 12. CeÆi4Pt3など近藤絶縁体として知られており，そのギャップは低温

























異方的なギャップになる場合がある D 最近注目されているCeNi8nやCeRh8bでは，結晶の a 軸方向でギャップが消え
ている可能性があり，その発見当初から大きな謎であった。この低温での異方的ギャッフ。形成の謎は.f電子の結晶
場基底状態の対称性を反映した混成項の波数依存性を考慮することによって統一的に理解できることが示された。こ
の考え方は，古くから近藤絶縁体として知られていた8mB 6. YbB 12. Ce3Bi4Pt3などの起源を理解する鍵を与え得
るものである o また， このような混成項の波数依存性は金属状態(例えば. CeRU28i2のメタ磁性転移)でも重要な場
合があると考えられる。
以上のように，結晶場の効果が重い電子系の準粒子状態の性質に顕著な影響をもつことを明らかにしたことの意義
は大きし本論文は博士(理学)論文として価値があるものと認められるo
